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要　旨
　本稿は，平成27年度の公開講座（一般向け）の概要を示した．参加者にエビンデンスというものを
具体的に知り関心をもってもらうため，最初にテレビ番組でのデータを紹介した．そしてその効果を
証明するためには，比較するという視点が重要であることを説明した．次に実際の健康飲料について
ホームページに掲載されている無作為化比較試験を用いた研究を解説し，集団の平均値を比較してい
ること，比較する計算手法に確率が用いられておりそれは統計学を用いていることを説明した．まと
めとして，統計学は個々人を観察しているだけでは判断できないことを，集団のデータを用いて妥当
に判断するための強力なツールであること，一方でエビデンスとは１回の限られた集団における統計
学の結果に過ぎないという側面もあることを強調した．
　看護とのつながりにおいては，常に最善のケアを探求していくために，現状の看護の方法に疑問を
もち，新たな方法とそれを比較し分析する力が看護師にも求められており，エビデンスによって実際
のケアが変わった例として，褥瘡ケアについて説明した．最後に，ナイチンゲールが統計学者として
も有名であることを紹介した．
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は じ め に
　本年度の公開講座では「看護とエビデンス」と
いうメインテーマに基づき，講演者となった著者
は「統計学が示す真実とは」というサブテーマを
設定した．近年の公開講座は，一般向けと専門職
向けで分かれており，昨今の一般者向けとしては，
看護学に興味を持つ高校生やその保護者らに向け
ても積極的な広報活動が行われている．著者は大
学内で統計学（科目名：保健情報学）を担当して
おり，こうした若い方々に，医療と統計学の密接
な関係を知っていただき，データを見る目を養う
第一歩の機会となればと願い，講義内容を構成し
た．
講 義 内 容
１．テレビ番組と同様のクイズから
　まず最初に，参加者に以下のような質問をした．
「この食べ物は禁止すべきですか？」．「この食べ
物」とは，①心筋梗塞で死亡した人の95％，②が
ん患者の98%，③強盗などの凶悪犯罪者が犯行前
24時間以内に，いずれも食べていた物である．
「禁止すべき」と考える方に挙手をお願いしたと
ころ，約50人中４－５人の高校生と思われる参加
者の方から手が挙がった．ちなみに，この回答は
お米であり，禁止すべきあやしい食べ物ではなく，
皆が食べている物である．挙手をした学生は，な
んだかひっかけ問題にあったような心境であった
ろうと推察できるが，世の中にはこのようなひっ
かけ問題的なデータはたくさん存在する．
千葉大学大学院看護学研究科紀要　第38号
－83－
　この問いは著者のオリジナルではなく，2013年
にNHKで放映された番組（クローズアップ現代，
数字のカラクリ・データの真実～統計学ブームの
ヒミツ～）で用いられたものであり，番組に登場
する20名の一般の方のうち16名の方々が「ひっか
かかって」いた．なぜ「禁止すべき」と考えてし
まったのかといえば，その食べ物を「原因」と考
えてしまっていたからである．
２．エビデンス（科学的根拠）とは
　健康（医療）において，その因果関係を説明す
るには，その原因が「ある人」と「ない人」の２
群で結果を比べないと，それが原因とはいえない．
先ほどのお米でいえば，心筋梗塞で死亡していな
い人も皆（95％）食べていることがわかれば，
けっして禁止すべきという考えにはならないだろ
う．
　世の中にある健康に関するデータの中で，効果
があると謳っているサプリメントや健康食品には，
「飲んだ（食べた）から，治った（よくなった）」
という意味で，その食品等を摂取した人々だけの
データで宣伝することも多くみられるが，この
データだけでは，飲まなくても（食べなくても），
治ったのではないか？	その食品の効果（原因）
と本当に言えるのか？	という問いかけには，まっ
たく答えられていないのである．
　エビデンスとは，日本語では科学的根拠と翻訳
されている１）．先の食品・治療・薬剤等において，
その効果（害）に科学的根拠があるとは，そうで
ない人と結果を比較して証明することである．そ
こで，エビンデンスとして認められる最も高い研
究 デ ザ イ ン で あ る 無 作 為 化 比 較 試 験
（Randomized	Controlled	Trial:	RCT）について，
ごく簡単に下記のように説明をした．「その原因
について，行う集団（治療群）と行わない集団
（対照群）にくじ引き等によってランダムに分け，
その集団の結果を，統計学を用いて違いがあるこ
とが証明されたもの」．ここで強調したかったの
は，比較することの重要性である．また，多様な
人々の多様な結果を個別にみているだけでは判断
をすることはできず，集団に注目してデータをみ
る必要がある．
　講義では，このエビデンスの身近な例として，
健康飲料として体脂肪を減少させる効果がCM等
でも放映されている商品のホームページから実際
の研究結果を紹介した２）．RCTにしたがい，健康
飲料を飲む人々と飲まない人々（通常の飲料）で
実験していること，比較する数値は平均値である
こと，平均値を比較する計算手法に確率が用いら
れておりそれは統計学を使っていることを説明し
た．一方で，この研究の対象となった人は，軽度
肥満でかつ女性は閉経後の人に限定されていたこ
と，通常の飲料を飲んでいた人々の体脂肪も減少
していること，等も説明した．
　これらを通じて参加者に問いかけたかったのは，
エビデンスといっても，それは１回の限られた集
団における統計学の結果に過ぎない，という側面
である．健康に関する情報を評価する視点として，
エビデンスが存在するかはまず重要なことになる
が，それが自身にあてはめられるか，という点で
は慎重に検討する必要がある．統計学は，１人１
人を観察しているだけでは決して判断できないこ
とを，妥当に判断するための強力な道具（ツー
ル）である．がしかし，統計学で示す真実はあく
まで集団における比較であり，個々人への結果を
100％保証するものではない，ということである．
３．看護とエビデンス
　新しいエビンデンスが発表され，それによって
新しい治療やケアが世の中に認められて，変わっ
ていく，というのが昨今の医学・看護学の進歩の
流れである．だとすると，今行われている看護が
本当にベストだろうかという疑問をもちながら，
今の方法と新たな別の方法を比較し分析する力が，
看護師にも必要であろう．実際，褥瘡ケアという
領域は多くのエビデンスによってケアの方法が変
わっている．
　看護学の創始者であるF・ナイチンゲールは統
計学者としても有名である３）．多くの人々を救う
ために，集団におけるデータを積極的に活用した
人で，統計学の教科書では必ずといっていいほど
言及されている．看護学と統計学の昔からのつな
がりを知っていただき，将来看護職を目指す皆さ
んは，より優れた看護についての新しいエビデン
スを作りだす力を身に着けていただきたいと考え
る．まずは，今回の講義を機に，データがあって
も鵜呑みにせず，エビデンスという観点から，そ
れは本当かな，自分にあてはまるかなという視点
で冷静に考える，いわばデータを批判的に考える
きっかけとなれば幸いである．
お わ り に
　エビデンスというものがどのように構築されて
いるのか身近なデータを使って参加者の理解が深
まれば，という当初の目的は達成できたように感
じる．しかしながら，著者自身の力不足もあり，
看護そのものを考えたい高校生にとってはやや遠
い話題に感じられたかもしれない．むしろ，普段
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から健康情報に関心をもつ親御さん世代の参加者
によるうなずきや驚きの表情が，講義をしている
側からみると印象的であった．
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